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As the result of出einvestigation of employees' consciousness they are divided into three 

groups: adjusted employees， guasi-adjusted ones， and maladjusted one. 

This thesis is to regard employees' consciousness of adjusted and maladjusted as very im-

portant factors to contribute to the better development of working society and to analyze their 

consiousness in series by the help of Hayashi's theory of guantification. 

An analysis was attempted in regard to the characteristics and their attribute factors to be 

cleared. 

This thesis aims to suggest that the accumulation of social scientific experiments through仕le

investigations of the ajusted and maladjusted consciousness by the quantification. is much more 

necessary tody than any other time. 
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I はじめに

企業従業員の意識は時代に応じて変化してゆくことが

「従業員意識の研究」国聞によって判明している。

従業員意識調査による 79年・B県調査の一部〕による意

識要因の数量化により，従業員意識の新しい趨勢値を加

え，意識変化を 3時点比較 (74年， 78年， 79年)，また

2時点比較した。

経済社会的環境の変化，時代超勢の推移により，従業

員意識に影響する企業環境の物的，精神的諸要因は多く，

したがって従業員意識変化に及ぼす要因の影響力の数量

化研究は重要である。

従業員意識は急激な社会的変化と経済的変動によって，

とくに著るしい変化をみせるが，社会的・経済的事象の

発生による影響として変化する従業員意識には，従業員

意識として変動する意識部分と，従業員としての人間と

して変動しない意識部分とがあるようにみえる。

本研究は，数量化した従業員意識を時系列的に解明し，

意識構造要因，意識規定要因とその各々の寄与度・規定

力を趨勢として比較し，適応意識，不適応意識を中心と

して従業員意識の特質を考究するものである。

2 本研究の目的

本研究は従業員意識の意識構造を数量化理論により解

明し，前研究の研究方式叫を踏襲して，新データ(労働省・

従業員意識を 3時点意識比較することにより，従業員

意識の基底としての固定的意識部分，変動的意識部分の

深い解明をおこない，より従業員意識の特質の研究とし

Tこ。

3 .意識調査の内容

本研究は前研究の「研究志向の方法」と同様におこな

い，従業員意識の諸側面を体系的，数量的に把握するた

め，まず適応従業員意識(適応意識)，不適応従業員意識

(不適応意識)，積極的意識，消極的〔中間的〕意識とし

て構成し，とくに適応意識，不適応意識を一連の先研究

のデータと比較し，実証的に意識構造変化を把握しよう

とする。

研究志向の方向はパターン分類とカテゴリカノレ判別分

折により，従業員意識構造解折を試みた。

1)従業員意識調査の基礎データ

先研究の収集データと全く同じ内容のデータを収集期



142 
足 木圭蔵

間(1978 年 12 月 ~79 年 6 月〕のみ異にし同条件の新

デ タとして用いている(表 1)。

表 1 従業員意識調査。基礎データ

年齢層別人員

オ ソライスされた従業員意識調査データ〔表 2)に

より，適応、，不適応意識，定着，不定着意識の意識分折

を行ない，時系列分折しうるものとしている。

表 2 従業員意識調査・基礎データ

質 間(アイテム)
ウノfーセ

No. 
ノ トン ト

11Y E S 327 14.0 

1会社の方針や指示が徹底 2 ワ 1189 51.0 
していると思いますか

31 N 0 815 35.0 

11Y E S 681 29.2 

あなたは自分の仕事には 2
2 りあいを!惑じていますか

つ 940 40.3 

31 N 0 710 30.5 

仕事の指図をする人が何 11 Y E S 539 23.1 

人もいてどれに従ってよ

3 Ic、か困ることがあります
2 つ 1018 43.7 

台、 31 N 0 774 33.2 

配置や仕事の割当などに
11YE S 721 31.0 

4 えこひいきがあって不満 2 つ 1098 47.1 

lこ思うことがありますか
31 N 0 512 21. 9 

仕事について直接のと役
11 Y E S 661 I 28.4 

5の指導は適切だと思いま 2 ワ 1167 50.1 

すか 31 N 0 503 21. 5 

仕事をするとlこもっと知 11YE S 1724 74.0 

6 識いやた技方術がをよ身いlとこ思つけいてますお 2 勺 408 17.5 

iJ> 3 NO  199 8.5 

11 Y E S 1115 47.8 

7あなたは毎日の仕事で疲

れを感じますか
2 ? 833 35.7 

3 NO 383 16.5 

11 Y E S 689 29.6 

8休憩時間の利用は充分で

きますか
2 勺 688 29.5 

3 NO 954 40.9 

今の設備のままでもやり 11Y E S 1113 47.8 

方によってはもっと能率

9的に仕事ができると思い
2 ワ 734 31. 5 

ますか 3 20 7 

賃金額の決定は同僚と比
11Y E S 385 16.5 

10較して公平だと思います 2 ワ 1218 52.3 
カ〉

3 NO  728 31.2 

11Y E S 624 26.8 

11 自分の賃金の内訳を知っ

でいますか
2 つ 1324 56.8 

31 N 0 383 16.4 

11Y E S 712 30.5 

12 賃金の計算方法は面倒だ
2 つ 1149 49.3 

と思いますか

31 N 0 470 20.2 

工場の中lこ危険有害と恩
11Y E S 977 41.9 

13われるところがあります 2 つ 935 40.1 

カ〉
31 N 0 419 18.0 

従業員の気持や考えが会
11Y E S 119 5.1 

14社の幹部lと充分理解され 2 つ 816 35.0 

ていると思いますか
31 NO  1396 59.9 

11Y E S 412 17司7

15 職場の雰閥気はしっくり
2 つ 1160 49.8 

していると思いますか

31 N 0 759 32.5 

11Y E S 820 35.2 

16 
今後ともこの会社で働き

2 つ 943 40.5 
たいと思いますか

3 NO  568 24.3 

1便所 330 14.2 

2洗面所 271 11.6 

3休憩所 512 22.0 

あなたはどんな点に最も 4 風向場 65 27.9 
17 

不{更を感じていますか 5更衣室 237 10.2 

6食事所 250 10.7 

7 持ち物置場 212 9.1 

8 その他 454 19.5 

1材料不足 164 7.0 

道具の
2不ぞろい 251 10.8 

3 機械正故障 280 12.0 

作業の能率をあげるには
運材製搬料品方の法・ 261 

18 何を改善したらよいと思
4 11.2 

いますか
職場のコ

5 1 (ュニケ 507 21.8 
，ノョノ

6 照明通風 481 20.6 

7 その他 387 16.6 

2)従業員意識の構造的関連

従業員意識解明は相関係数の大きさ(表 3従業員意識

パターン分類の ρ)あら，分折視点は第 I軸と第II軸にお

く。
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表3 従業員意識のパターン分類

カテゴ リ ー
<< ク 卜 ノレ

アイテム
第 I軸 第 II軸 第 III軸 第 W 軸 第 V 軸

会社の方針
1 よく徹底している 2.57391191 -1.31997579 1.79592663 0.96318595 0.40415638 

a指 示
2 どちらともいえない 0.12281981 1. 31699327 0.35654806 0.03217872 0.07569838 
3 徹底していない -1.21189648 -1. 39173898 -1.24074048 0.43338419 0.05234395 

b 仕事への
1 感じている 1. 92991197 1.16846779 0.20146894 0.61860318 0.89819932 
2 どちらともいえない 0.01075496 1.20935902 -0.89959879 0.04528942 -1.30648151 

はりあい 3 感じていない -1. 86531609 -0.48036895 1.38425657 0.53335272 0.86890222 

c 命令系統の
1 たびたびある -0.66415416 -1.58273154 -2.24975294 0.11832647 -1.14325458 
2 たまにある -0.15251454 0.81068240 -0.32996356 -0.25204501 1.40492883 

混乱 3 ない 0.66310591 0.03594839 2.00066996 0.24907986 -1.05102798 

d 配置・仕事
1 不満に思う -1.58456439 0.82594024 0.04317002 0.03423695 0.06370716 
2 それほどでない 0.22710507 1.12430495 -0.63207316 -0.05745533 0.57392617 

の割当て 3 不満に恩わない 1. 74436569 -1. 24800131 1.29470727 0.17139955 -1.14010060 
仕事につい 1 適切である 1.50660187 -0.28224699 1.41681600 -0.61197491 -0.15685783 

e て直接の上 2 どちらともいえない -0.21721021 0.90759338 -0.45904493 0.25607120 0.04573084 
役の指導 3 適切でない -1. 47589350 -1. 73476973 -0.79683945 0.21007016 0.10103612 

仕事上の知 1 必要である 0.39066717 0.26154055 0.75498937 0.23230914 0.52796187 
f 識・技術獲 2 それほどでない -0.90763617 1. 54803655 1.42436922 0.42788822 -1.66962925 

得の必要性 3 必要でない -1.52357116 -0.90801522 3.62042034 1.13522270 -1.14820156 

毎日の仕事
1 非常に疲れる 0.95590056 0.62950531 0.46298207 0.61797832 0.56070744 

g の疲労度
2 どちらともいえない 0.64196113 1.14028886 -0.50626495 -0.27594828 1.13128218 
3 あまり疲れない 1.38663924 -0.64739884 -0.24675371 2.39920539 -0.82680155 

h 休憩時間の
1 充分に利用できる 1.41757679 1.04772326 -0.55846180 0.67651205 0.75072381 
2 どちらともいえない 0.11202313 1.17113814 -0.63142973 -0.12154313 -1.37235329 

利 用 3 不充分 1.10458735 0.08789565 0.85870339 -0.40095420 0.44804583 

改 善 I できる 0.72027761 -0.44878525 -0.90281551 0.65078892 0.96999702 

1 の(能率余向上地) 2 それほどでない 0.10948041 1.45541716 0.64230685 0.53984579 0.94715825 
3 できない -1.49030259 -1.17514709 1.10202682 -0.67788599 -0.79315598 

賃金額の決 1 公平である 1.47752652 -1.02935472 1. 86288819 -0.05193197 0.43202896 
] 定(同僚と 2 どちらともいえない 0.35667431 1.00468129 -0.50092126 0.16680258 0.39304471 

比較して) 3 不公平である -1.37812036 -1.13652980 -0.14710017 -0.25163033 -0.88537613 
1 よく知っている 1.26674071 -1.68944460 -0.84404916 0.29297199 0.78471208 

k 賃金の内訳 2 大体知っている 0.26615282 1.09053048 0.29857466 -0.18465593 0.93045361 
3 全く知らない -1.14374495 -1.01734665 0.34301224 0.16097811 -1.93669701 

l賃金の
1 面倒である -0. 64482754 -0.52999519 0.06511543 -1.85497370 1.11391580 
2 それほどでない 0.06945128 0.95416433 -0.24247428 0.24908254 0.16791859 

計算方法 3 面倒でない 0.80707014 -1.52972904 0.49412923 2.20112926 -2.09689641 

工場内の危
1 ある -0.54954879 -0.71775840 -0.99567215 -0.06828194 0.62341350 

ロ1 2 わからない -0.07340949 1.33717656 0.86335957 -0.21539837 -0.81191558 
険有害箇所 3 ない 1.44523451 一1.31027257 0.39506243 0.63984087 0.35935996 

n 幹部の従業
1 充分理解している 3.01386487 -3.41465205 2.44049150 -1.54925850 0.16357204 
2 どちらともいえない 1. 29439551 1. 26085997 0.07230453 -0.38679335 -0.66796367 

員理解度 3 理解していない -1.01351592 -0.44592579 0.25029858 0.35814454 0.37686007 

。職場の
1 しっくりしている 2.23748749 1.44119906 1. 73313308 l.09831268 0.85473163 
2 どちらともいえない 0.18866938 1.34886238 -0.32570320 0.14589607 -0.06750632 

雰囲気 3 じっくりしていない -1. 50289235 -1.27918521 -0.44299659 0.37318810 -0.36012638 

p 定着(勤続)
1 働きたい 1.83745888 0.57322551 0.35971263 0.05574640 0.75486073 
2 それほどでない -0.38919806 0.72813423 -1.12373942 -0.37712187 -1. 77141634 

志 向 3 働きたくない -2.00651091 -0.38130057 2.38494921 0.70655222 1.85204995 
1 便所 0.16112742 0.02840970 1. 52241993 1. 21338952 0.86910354 
2 洗面所 0.48479372 -0.83511354 0.01928406 -2.03531522 -1.49970961 

職場で不便 3 休憩所 -0.26141419 -0.00350330 -1.71773112 -0.95608893 -0.54044817 

q を感じると
4 風呂場 -0.30192550 -0.84307358 0.44439896 -1.56130651 5.93395674 
5 更衣所 0.43625648 -0.51518932 -0.44313770 -0.04908185 -0.887260"81 

乙ろ 6 食事所 -0.58110720 0.50925273 0.37273600 -1.61027116 3.80235142 
7 持ち物置場 0.17924619 0.75661294 0.35166905 -1.53694046 -2.36043388 
8 その他 -0.05989734 0.27903291 0.61729038 5.02864444 0.75956634 
1 材料不足 0.25459858 0.06453588 -1.54788414 -1.23947376 -2.92431223 
2 道具の不ぞろい 0.04189960 -0.38576978 -0.08666562 -1.47761500 0.47712082 

作業能率向 3 機械の故障 -0.19813072 0.60591349 2.37332296 -2.34282047 0.71946461 
r 上のための 4 製品・材料の運搬方法 0.46921699 -0.53099874 -0.47816102 -1.41714931 -2.79196942 

改善 5 暗~のコミュニケーション 0.38396299 -0.69714661 -2.60232985 0.22933147 1.15971649 
6 照明通風 -0.92250821 0.05329413 1.21986467 -1.16493922 0.36449875 
7 その他 0.33514838 0.98934704 l. 21059322 5.28254867 0.29764394 

相関係 数 (ρ) 0.44425476 0.37069384 0.31343090 0.27385227 0.26165006 
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(1)適応意識層と不適応意識層の意識構造

従業員意識のパターン分類(表 3)の第 I軸から，適

応〔従業員〉層意識と不適応(従業員〉層の意識パター

ン(表 4)が明らかにされる。

表 4 適応層と不適応、層の意識パターン(第 I軸)
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幹会職仕{士配定賃工毎休幹
部社場事事置着金場日憩部
のののへ l乙 ・ - 決 内 の 時 の
従方雰のつ仕勤定の仕間従
業 主 十 回 は い 事 続 公 危 事 の 業
員。気りての志平険の利員
浬指 YESあ直書l向 YES有疲沼理
解示 いの接当 YES 害労 YES解
皮徹 YESt旨上差 箇度 度
YES底 導役別 所 NO ワ

YES YES YES NO 

図 1 適応層の意識の寄与要因比較

1000 

800 

。

11 糾力テコリ
ベクトル B H力テゴリ

ペタトル
(XW') (XW') 

l 主り仁部の従業員理解 YES 3014 l定着(勤続)志向 NO -2001 

2会社の方針目指示 YES 2514 2仕事へのはりあい NO -1865 

3職場の雰開気 YES 2231 3配置・仕事の割合 YES -1585 

4仕事へのはりあい YES 1930 4 仕術獲事上得のの知必識要性、校 NO 1524 

5定着(勤続)志向 YES 1837 5職場の雰囲気 NO 1503 

6配置・仕事の割当 NO 1744 6改善の余地 NO -1490 

7Flmての直 YES 1507 7守山て直接 NO -1476 の上役の指導 の役の指導

8賃金額の決定 YES 1478 8賃金額の決定 NO 一1318

9 箇工場所内の危険有害 NO 1445 9会社の万針，指示 NO 1212 

休憩時間の利用 YES 1418 10賃金の内訳 NO 1144 

数値が非常に接近しているのを図より見ることができる。

「仕事へのはりあい 'YES• 1930jは前研究の数値よ

りかなり高く，前々研究の数値とほ工等しし、。「仕事につ

いて直接上役の指導.YES・1507jは前々研究の 1861よ

りはかなり低い数値となり，前研究の 1632よりも下位の

数値となっている。仕事について直接上役の指導のカテ

ゴリ←の寄与力が弱まっているのが至近の研究結果では

っきりと示されている。

図にみるように，本研究にて傾向的には前々研究の寄

与要因の影響力の水準に非常に相以しているが，1会社の

方針。指示徹底.YESj， I定着@勤続志向。 YESjの影

響力上昇， I仕事について直接上役の指導。YESjの影響

力低下は本研究において目立っている。

カテゴリーが 3回の研究にてほ工安定した寄与力を示

すものとして， I職場の雰囲気・YES.2237 j， I賃金決定

の公平・ YES・1478j，I毎日の仕事の疲労度 .NOjにそ

の強さと特徴をみることができる。

影響力の大きさの変動しないカテゴリーとして，1職場

の雰囲気のよさj，I賃金決定の公平さj，I毎日の仕事の

疲労度のなさ」を挙げることができる。これらの要因は

働く側にたってみると人間的に心地よい職場生活の基底

を示すものとして重要である。 3回の研究の結果，ほ工

同程度の数値を示したことは貴重なことである。

今後の研究においても同じような結果をうることがで

きれば職場生活，人間生活における適応意識の寄与力の

つよい安定した要因として考えうる。

(注)第 I軸の力テコリー・ソ←トで(+)力テゴ')ーは適応層
←)力テゴリ は不適応層

YES:肯定的回答 NO・否定的回答 ワ 中間的回答

①適応意識層の意識構造の時系列比較

企業に対して肯定的(YES)な回答をしている意識層を適

応(従業員〕層6)と呼んでいるが，適応層の意識構造のカ

テコリ と数値が高いものは，先研究の適応層の意識パ

ターンの上位を占めている「幹部の従業員理解度・YESj，

「会社の方針。指示徹底.YESj I職場の雰酒気 .YESj

が本研究の適応層の上位カデコリーとなっている。この

3者が強い寄与を適応意識に及ぼすことが改めて確認さ

れたとし、し、うる。

適応意識層の持系列比較を関係図表(図 1)からする

と， とくに本研究の適応従業員の意識(適応意識層〕と

前々回の研究の石油ショック後の適応意識層の意識とが

非常に相以した意識ノ之ターンを示した。

「幹部の従業員理解度 .YES・3014jは前々研究の数

値 3016とほとんど変らず，ついで「会社の方針，指示徹

底 .YES・2574jは前々研究の 2985の大きさに比べると

やふ大きさを減じr 前研究の両カテゴリーの数値の低さ

とは様変りの大きさに戻っている。

適応意識層における「幹部の従業員理解度.YESj，I会

社の方針，指示徹底・ YESjの影響の大きさが改めて感

じられる。上位 2カテゴリーの数値の大きさはかなり変

動することがあるが，更に次研究により時系列比較する

必要があろう。

「職場の雰囲気・YES'2237jの数値は，先研究〔前々，

前〕の 2数値とほ工等しく「職場の雰囲気。 YESjが安

定的な寄与要因であることを推測させる。 3時点比較の
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②不適応、意識層の意識構造の時系列比較

不適応意識の寄与要因を時系列比較すると， I定着志

向。 NOjの変らざる安定的な寄与力に気づくのである。

不適応意識に対する第 1の寄与要因としての地位は3回

の研究で少しもゆるがされていない。

大きな意識の流れからみると，不適応意識は前々研究

と前研究の不適応意識の混成された寄与要因の構成とな

っている。
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図2 不適応層の意識の寄与要因比較

図にみるように不適応意識は， I定着志向・ NOjにつ

いで「仕事へのはりあL、.NOj前々，前研究よりも数値

が上廻り高い寄与が今後も考えられる 「配置・仕事の割

当差別.YESjも高い影響力を及ぼしており， I職場の雰

閉気・NOjの数値とともに不適応意識の構成の基底をは

っきりと示している。

「仕事についての直接の上役の指導・ NO.-1476j， 

「改善の余地 .NO・ 1490jをみると，先研究(前々，

前〕に比較すると前者は数値がかなり低下し，後者は先

研究の中間値となっている。「仕事上の知識@技術獲得の

必要性.NOjとともに変動的な寄与要因としての影響力

をみせている。

「命令系統の混乱.YESjの影響力が極端に低くなっ

ていることが目立つが， この水準低下は組織運営の拙さ

が企業に少なくなっていることを意味することができる。

不適応意識層の意識パターンは， 74年型にや L近いが，

適応、意識層の意識パタ ンと違って 78年型に相似してい

る部分もかなりみられるのが一つの意識特徴といえる。

不適応意識層のカテゴリーの影響力の強さは，同レベ

ノレ程度(水準〕のものが多く， もっとも影響力のあるの

は「定着(勤続〉志向・NO.ー2007jであり，適応意識

層の規定要因に比較すると数値的に強弱の差が少くなし、。

本研究において，不適応意識は，あまり強弱の強くな

い水準の変りの少ない複数カテゴリーが複雑に影響力を

及ぼしている。

前々研究に比較すると，不適応意識層に「仕事上の知

識@技術獲得の必要性.NO. -1524jの影響力の存在が

目立ち，次研究における推移に興味がもたれる。

不適応意識層に安定的に影響力を及ぼすことが判明し

た寄与要因は， I定着志向.NOj，仕事へのはりあい.NOj，

「職場の雰囲気.NOj， I休憩時間の利用・ NOj，I賃金

の内訳白 NOj，I幹部の従業員理解度。 NOjである。

本研究の不適応意識層の意識パターンが前々研究の「賃

金額の決定・ NOjI会社の方針@指示徹底。 NOjI休憩

時間の利用.NOj， I賃金の内訳。 NOjの数値の流れと

ほ工一致していることから，次研究における複数カテゴ

リーの影響力の比較研究が一段と望まれる。

③適応意識層と不適応意識層の意識構造

適応意識層の意識構造を解明すると，圧倒的に強し、影

響力は， I幹部の従業員理解度・YESj，I会社の方針。指

示の徹底.YESj， I職場の雰囲気。 YESjの順位で示さ

れ，企業における適応意識層の強化の基底にあるカテゴ

リーとして納得がゆくものであろう。

数値として 3014，2574， 2237にみるように，他のカテ

ゴリーと比較すると抜きんて、た影響力の強い第 群とい

いうる。

第 2群として， I仕事のはりあい・YESj，I定着志向-

YESj， I配置@仕事の差別IJ.NOjの影響力であって，働

く従業員としての適応意識の人間的側面を強く示すもの

とし、し、えよう。

「イ士事について直接上役の指導.YESj， I賃金決定公

平・YESj，I工場内の危険有害箇所.NOj，I毎日の仕事

の疲労度・NOj，I休憩時間の利用・YESjが影響力の水

準を低めて，第3群として仕事プロパーに関連するカテ

ゴリーが続いているO

上位 3カテコリーは企業の徴底した対策の打出しによ

り適応意識を高める捷径とすることができる。ついて、各々

のカテコリーの特徴により考究を進め，対処してゆくこ

とである。

不適応意識層の発生は， I定着志向・NO・ 2007 j，仕

事へのはりあい .NO・ 1865jにカテゴリーの特徴がみ

られる。前述したよいに複合した影響力という，同程度

の複数寄与力により不適応意識が構成されていることは，

本研究でも明らかである。

不適応意識層の意識パタ←ンの構成の第 2群には，1配

置・仕事の割当差別・ YESj，I仕事上の知識・技術獲得

の必要性・NOj，I改善の全地・NOjI職場の雰囲気。NOj

のカテゴリーが見られ，職務的側面の否定が，その特徴
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となっている。

ついで、不適応意識層の意識構成の第 3群として，1"会社

の方針・指示徴底・NO・ 1212J， 1"幹部の従業員理解度-

NO・ 1013Jのカテゴリーにみられるように，不適応意

識層では，適応意識層の「会社の方針・指示徴底・YES.

2574J， 1"幹部の従業員理解度・ YES・3014Jの圧倒的な

影響力(寄与力)の強さとは全く逆に， ~~l 、寄与力のカ

テゴリーとなっている。

これらのカテゴリーの弱さが不適応意識層の意識構成

のー特徴とみてよい。とくに「幹部の従業員理解度・NO・-

1013Jの不適応意識の寄与要因としての地位の低下は，

不適応意識の基底解明の鍵をにぎるものと考える。

(2)定着(勤続〉志向の要因分折

適応意識層，不適応意識層の意識差異は明らかである

が，これらの従業員意識調査の結果の活用は重要である。

これは適応意識を助長し，不適応意識の寄与要因の数値

を低めることが調査・研究の目的であるからである。

とくに不適応意識における「定着(勤続〉志向・NO・

2007Jの低減または排除は不適応意識解折の不可欠の研

究である。

表 5 数量化理論第II類による各グループの

平均・分散・標準偏差(第 I軸)

勤続志向 (WILL.WORK)からの 3層別(定着層・準

定着層〉は表 5の MEAN，図 3の度数分布，図 4の累積度

数曲線による判別的中率 87.5%から，定着層，不定着層

の層別は明らかに統計学的に差異存在の妥当性がある。

70 

20 

10 

図 3 度数分布

①定着志向への規定力の判別

本研究において定着志向につよい規定力をもっ要因は，

断然， 1"年令・ 15652Jであり， 1"仕事のはりあい・ 9975J

である。数値は下って「従業員規模・5899Jであり， 1"職

場の雰囲気・ 5117Jであった。
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図 4 累積度数曲線

判別的中率=100-12.5=87.5(%) 

表 6-1 数量化理論第II類による定着志向の

要因分析(第 I軸)

ベヲトル レン口

規指相[対定順位的力〕アイテム カテゴリー
(XW') (XW') 

1 よく徹底している 2133 3287 4.7 

会社の万針・指
2 どちらともいえない 200 

司ミ

3 徹底していない -1154 ( 6) 

1 感じている 5011 9975 14.3 

仕事へのはりあ
2 どちらともいえない 125 

L、

3 感じていない -4964 ( 2) 

I たびたびある 1291 1988 2.8 

組織・命令系統

の混乱
2 たまにある - 158 

3 ない - 697 (10) 

1 不満に思う - 989 1530 2目2

配置・仕事の割
2 それほどでない 400 

当

3 不満に思わない 541 (15) 

1 適切である 725 1716 2.5 

仕事について直
2 どちらともいえない 13 

接上役の指導
3 必要でない - 991 (12) 

仕事上の知識・
l 必要である 507 3906 5.6 

技術獲得の必要 2 それほどでない - 490 

性
3 必要でない -3399 ( 5) 

1 非常に疲れる - 867 2541 3.6 

毎日の仕事の疲
2 どちらともいえない 400 

労度

3 あまり疲れない 1674 ( 9) 

1 充分に利用できる 720 1623 2.3 

休憩時間の利用 2 どちらともいえない 528 

3 不充分 - 903 (14) 

改善(能率向上) 3 できる 256 597 0.9 

の余地 3 それほどでない - 341 



3 できない 70 

賃金額の決定
1 公平である 302 

(同僚と比較し 2 どちらともいえない 491 

て)
3 不公平である ~ 985 

1 よく知っている 348 

賃金の内訳 2 大体知っている ~ 124 

3 全く知らない 1000 

1 面倒である ~ 387 

賃金の計算方法 2 それほどでない ~ 41 

3 面倒でない 691 

1 ある ~ 652 

工場内の危険有

害箇所
2 わからない 486 

3 ない 435 

l 便所 725 

2 洗面所 ~ 153 

3 休憩所 465 

職場で不便を感 4 風呂場 260 

じる所 5 更衣所 1090 

6 食事所 ~ 653 

7 持ち物置場 1216 

8 その他 ~ 734 

1 材料不足 1713 

2 道具の不ぞろい ~1411 

3 機械の故障 728 

作業能率向上の

ための改善
4 製品・材料の運搬方法 ~ 299 

5 職場のコlュニケージョン 1713 

6 照明・通風 ← 869 

7 その他 ~ 301 

1 充分理解している 2010 

幹部の従業員理

解度
2 どちらともいえない 1643 

3 理解していない ~1128 

1 しっくりしている 3098 

職場の雰閉気 2 どちらともいえない 216 

3 しっくりしていない 2019 

1 男性 797 
性

2 女性 ~ 872 

1 1 17歳以下 ~ 10856 

2 1 18歳-19歳 ~6573 

|年 齢 3 120歳-24歳 5125 

4 125歳-34歳 1340 

35歳以上 4796 

従業員意識の研究〔続・第 3報) U7 

(21) 

1476 2.1 

(16) 

1348 1.9 

(17) 

1078 1.5 

(20) 

1138 1.6 

(19) 

1950 2.8 

(11) 

3124 4.5 

(8 ) 

3188 4.5 

(7 ) 

5117 7.3 

(4 ) 

1669 2.4 

(13) 

15652 22.4 

( 1 ) 

1 事務営業 970 1142 1.6 
職 種

2 生産従事 172 (18) 

1 120人-49人 ~4946 5899 8.4 

2 1 50人-99人 477 
従業員の規模

3 1100人一199人 292 

4 1200人以上 953 (3 ) 

(注 1)+ 定 着 志 向 一 … 非 定 着 志 向

(注 2)相関比 η =  0.6914 

石油ショック直後の前々研究では「従業員規模」が規

定要因として 15位とし、う低位にあった。

前研究と本研究を比較してみると，相対影響力の変動量

の大きさから，定着志向へは， 1"年令」の影響はきわめて

大きく復元している。

表7 定着志向への規定要因の変化比較

相対的影響力変動量

変動量 1978年→1979年

年 齢 +11.2 11.2 22.4 %1 

仕事の知識・技術獲得の必
+ 5.0 0.6 5.6 十

要性

会社の方針・指示 十 4.3 0.4 4.7 

性 十 21 0.3 2.4 

作業能率向ヒのための改善 十1.7 2.8 4.5 

組織・命令系統の混乱 十1.6 1.2 2.8 

幹部の従業員理解度 十 0.9 3.6 4.5 

仕事について直接の上役の
十 0.9 1.6 2.5 

指導

職場の雰囲気 + 0.3 7.0 7.3 

賃金の内訳 ~ 0.1 2.0 1.9 

賃金の計算方法 0.1 1.6 1.5 

休慈時間の利用 0.9 3.2 2.3 

軍基 種 1守3 2.9 1.6 

賃金額の決定 1.4 3.5 2.1 

改善(能率向上)の余地 2.0 2.9 0.9 

工場内の危険有害箇所 2.1 3.7 1.6 

配置・仕事の割当 2.1 4.3 2.2 

仕事の疲労度 2.3 5.9 3.6 

仕事へのはりあい 4.0 18.3 14.3 

従業員の規模 4.4 12.8 8.4 

不便筒所 7.2 10.0 2.8 
」一一
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②定着志向への規定力の変化

定着志向への規定力として先研究(前々，前〕では「仕

事のはりあい・YESjがそれぞれ 19.4，18.3，の相対的

規定力(%)をもつが，本研究では「仕事のはりあい・

YESj 14.3という数値を示し，はりあい・アイテムの低

下は注目することが必要で、ある。

圭木足

本研究にて「仕事の知識，技術獲得の必要性j，1"会社の

方針，指示j，1"性j，の影響力が増大している。

比較して減少したのは，前研究で、影響力の強さを示し

た「仕事へのはりあし、j，1"従業員の規模j，["不便箇所」

であり， ["仕事の疲労度j，["配置，仕事の割当j，["危険有

害個所」であることは興味深いところである。
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一方， ["従業員規模」は前研究の異常な相対的規定力の

上昇があり，定着志向に「従業員規模・アイテム」が大

きく注意をひいた。

本研究では数値が相対的規定力として 12.8から 8.4とな

ったが第3位に位置している。

「年令」は大きな相対的規定力をもつことは改めてい

うまでもなし、。次研究における相対的規定力の順位と比

較にまって， 1"年令」の強さの再確認に進みたし、。

③不定着意識と定着意識の比較

本研究において不定着，定着意識に寄与する要悶(属

性〕の最大のもねは，第 1位に年令階層であり，しかも

未成年，若年層(17才以下， 18 才~19 才， 20 才~24 才〉

は，はっきりと不定着意識への規定要因であり，年令階

層が若く進むに従って，要因として規定力が大きいこと

がみられる。

年令階層が高くなると，それにつれて年令階層が定着

定着志向に対する各アイテムの相対的影響力比較

定着志向I乙対する各アイテムの相対的影響力
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順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 I 10 

ミi!
年 事仕 震
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齢
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高気
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理騒従

の
の -方針 25 の令命

あ
規模L、 指示 混乱

定着志向 35歳
200 

YES 人 YES YES YES YES のコミ NO YES 
(YES) 以上 以上 ュニケ

一ν冒ン

不定着志向 17歳 20人 道不具ぞのろ
(Nu) 以下

NO NO NO NO NO YES NO 
49人

図6

図5
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意識の規定要因として影響力が大きくなっている。

これらの年令属性は，前々研究における不定着，定着

意識の規定要因と比較してみると，ほとんど同じ規定力

におかれている。

相違した点は，不定着意識では前々研究で不定着意識の

第 2位であった「年令 17才以下」が第 1位に本研究で上

っていること，年令属性全体の規定力(数値〉が上って

いること，がはっきりとみられる。

「従業員規模」属性は規模の大小と定着意識，不定着

意識と相似た傾向を示す，つまり規模が大きくなると定

着意識への影響力は大きくなり，規模が小さくなってゆ

くと不定着意識への影響力は大きくなってゆく。

本研究においても「生産従事」は不定着意識， I事務営

業」は定着意識の規定要因であるが， I男性Jの定着意識，

「女性」の不定着意識への規定要因は，石油ショック後

の逆転を示し， I男性」の定着意識への規定要因としての

再認識をする必要に迫られる。

むすび

適応意識と不適応意識，ならびに定着意識，不定着意

識が社会凶趨勢の変動により意識変化する態様を，意識

数量化によって把握して，労働者意識の把握と改善のた

め意識を構成する構成要因(寄与要因〕の時系列的な規

定力@影響力比較を行った。

本研究において，労働者としての人間意識のうち，社
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会的変動，経済的変動により変動しない人間意識の部分

の祥細把握に迫ることのできたのが特徴といえる。

数量化された適応意識，不適応意識，定着意識，不定

着意識において，社会変動を超越した意識断面を把握す

ることができると考える。

名大大型電算機@ファコム 230-75を使用して数量化し

た。
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